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平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た「
今
後
の
行
政
改
革
の
方
針
」

を
踏
ま
え
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

に
、
総
務
省
で
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指

針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

市
町
村
は
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
一
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

明
示
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
は
そ
の
指
針
の
示
さ
れ
る

直
前
の
平
成
十
七
年
二
月
に
第
三
次
行
政

改
革
大
綱
お
よ
び
実
行
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
指
針
に
示
さ
れ
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
と
町
の
行
政
改
革
は
、
実
行
期
間
が
同

時
期
で
あ
り
、
内
容
も
お
お
む
ね
適
合
し

て
い
ま
す
の
で
、
実
行
計
画
と
ほ
ぼ
同
様

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
政
改
革

の
一
環
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
経
費

節
減
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
、

定
員
、
給
与
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
経
費
の
節
減
合
理
化
に
関
す
る
こ
と
な

ら
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

□
募
集
期
限 　

四
月
十
日
（
月
） 

□
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
財
政
課
内
阿
久
比
町
行
政
改
革
推

進
本
部　
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
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kikaku@
tow
n.agui.lg.jp

経
費
節
減
の

　
　

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

  　　　　 集中改革プラン５カ年計画 　　　　  
※率、金額などは平成１６年度との比較数値です。　
※実行内容などには地方公営企業を含んでいます。

実　行　内　容
実行
年度

集中改革
プラン

重点事項および具体的実行項目

・　押印廃止に向けた検討委員会を設置し、省略可能文書の選定と基準の明確化を図る。
見直し後個人印の押印を廃止する。

１７①
１．事務事業の見直し
（１）　規制緩和の推進
　　申請・請求手続きの簡素化

・　公印省略するための運用マニュアルを作成し、行政文書の簡素化を図る。１７①　　公印省略

・　補助内容など精査の上、単独補助金（定額分）を年度ごとに削減し、最終的に２０％削
減する。

⑤

（２）　補助金などの整理合理化
　　単独補助金の見直し

・　諮問機関を組織、補助団体への説明、周知１７

・　対平成１７年度補助金５％カット１８

・　対平成１７年度補助金１０％カット１９

・　対平成１７年度補助金１５％カット２０

・　対平成１７年度補助金２０％カット２１

・　老人憩の家（７）、もちの木園指定管理者へ移行１８

②

（３）　指定管理者制度の導入検討と行政のスリ
ム化

・　地区公民館（５）、白沢区民館、スポーツ村、丸山武道場、エスペランス丸山など以後
随時移行

・　水道部と建設部の統合
・　総務課と企画課と財政課の統合、再編
・　都市計画課と土木課の統合
・　水道課と下水道課の統合
・　企画課企画係と電算係の統合
・　産業課農地係と農政係の統合
・　土木課工事係と維持係の統合

１７③

２．組織・機構
（１）　機能的に展開できる組織・機構の見直し

部・課・係の統廃合

平成１８年２月２３日決定


